経絡経穴概論（基礎理療学）シラバス
（専攻科理療科１年次に履修）

【授業目標】
　長年集積されてきた経験医術としての東洋医学の根幹をなす経絡と経穴について、基礎的な知識と取穴の技術を身に付けるとともに、その他の反応点の示す現象を正確に捉える能力を身に付け、現代医学的な視点で経絡と経穴を捉え、経絡と経穴の臨床的意義や特徴を理解する。

【授業の概容】
　鍼灸の基本である経絡経穴の概要と十四経絡、361穴について意義、取り方等を、学習し、正しく取穴できるようにする。

◇使用教科書（出版社）：
「【拡大】新版　経絡経穴概論　第２版」（（株）医道の日本社）

◇総時間：105時間（３単位）
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